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中小企業向け脱炭素トークセッション
「脱炭素経営の第一歩」開催！

いばらき脱炭素経営シンポジウム2022特別企画：開催日2月10日

12月20日よりオンラインで開催しております「いばらき脱炭素経営

シンポジウム2022」の特別企画として、脱炭素の視点で経営に取り組

まれている中小企業の方をお招きし、トークセッションを開催します。

中小企業の皆様が脱炭素・カーボンニュートラルについてお考えいた
だく絶好の機会となりますので、ぜひ、開催について告知にご協力
いただくとともに、当日現地にてご取材いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。

R5.1.27

１ 開催概要

●開催日時・プログラム概要
2月10日(金) 15:00～18:00 ※参加費は無料です。

15:00～16:30（入退室自由） シンポジウムプログラム放映
16:30～18:00（着座定員30名） トークセッション等（登壇者は別紙参照）
※燃料電池自動車（FCV）展示…会場駐車場にて、水素を燃料として走行するMIRAI を展示！

●会場
日立地区産業支援センター 2F
〒316-0032 茨城県日立市西成沢町2-20-1

●申し込み方法
登録フォーム（以下URL、右QRコード）から必要事項を記入。

URL https://forms.gle/LzXJbo6CBxetapR16

URL https://peraichi.com/landing_pages/view/ibaraki-carbonneutral

開催概要

いばらき脱炭素経営シンポジウム2022

https://forms.gle/LzXJbo6CBxetapR16
https://peraichi.com/landing_pages/view/ibaraki-carbonneutral


＜定員30名！＞
お申込みは、右のQRコードを読み込み、申込フォームに必要事項をご記入下さい！

脱炭素の視点で経営に取り組まれている方をお招きし、トークセッションを開催します。
脱炭素経営の第一歩として、どういった視点で脱炭素に取りかかればよいか、そのヒン
トとなる事例をお話しいただきます。



株式会社八千代商事 取締役 福地美喜 様
1976年、東京生まれ。法政大学社会学部卒。結婚を機に2006年茨
城県日立市へ移住し、以来夫の会社の経営に携わっている。

≪株式会社八千代商事の取組内容≫
これまで、営んでいた木材卸業から、脱炭素をキーワードに木製家
具製造・販売分野へ進出。茨城県内の木材を活用し、ウッドデザイ
ン賞2022を受賞したカーボンストックファニチャー※の生産販売
を実施。

※カーボンストックファニチャーとは…
樹木が大気中のCO2（二酸化炭素）を吸収し、木材として使ってい
る間は、炭素を固定（貯蔵）し続ける性質に着目し、森林認証を取
得している国産木材で、再利用しやすいように角材の状態を保った
ままシンプルなデザインとして造作した家具。（カーボンストック
ファニチャーは、東京ガスコミュニケーションズ社の登録商標で
す。）

カーボンストックファニチャーの活用を推進することで、木材のリ
ユースによる石油製品の削減（木製製品を利用する機会が増えるこ
とで、石油製品使用が減る→CO2排出削減）につなげていく。

出典：https://www.tokyo-gas.co.jp/letter/2022/20220401.html

https://www.tokyo-gas.co.jp/letter/2022/20220401.html


株式会社豊和 取締役 / MiYO Organic 代表
山本 美代 様

外資系医療会社デンタル事業部、HUGE PR、CRYSTAL LINE ウェ
ディングコーディネーター、シンガポール食器ブランド
「Luzenre」ブランドプロデューサーを経て、2017年創業44年の
店舗プロデュース会社『株式会社豊和』の事業部として『DINING
＋』を立ち上げる。

2020年食器ソムリエ協会を立上げ、これまでの知識と経験を元
にしたカリキュラムで構成した「食器ソムリエ講座」を開講してい
る。また、サステナブルな未来を目指しオーガニックな竹製歯ブラ
シブランド『MiYOOrganic』をスタート。

2020年4月からは地球に優しいテイクアウト容器に特化したオンラ
インショップ『DINING+ SUSTAINABLE』を立ち上げ、飲食店の
環境配慮への取り組みをサポートしている。

≪株式会社豊和の取組内容≫

脱炭素をキーワードに、プラスチック製アメニティ製品卸ビジネス
から、天然素材である「竹」に着目したビジネスを新たに展開。
具体的には、自社開発した竹歯ブラシを中心に、竹綿棒、竹ヘア
コーム、歯磨きペーパーなどプラ排出量削減を目指した商品の開発
販売を実施。
これにより、プラスチック製品からの脱却（→竹製品への代替）を
進め、石油製品使用削減（CO2排出削減）を目指す。



2022

参加申込フォーム

いばらき
脱炭素経営
シンポジウム

プログラム

1. 基調講演

経済産業省関東経済産業局
カーボンニュートラルと地域企業の対応

2050年のカーボンニュートラルの実現に向けて、

ビジネスにおいても脱炭素経営に取り組む動きが進展しております。

県では、県内企業・県民・行政関係者を対象に、脱炭素経営に関する

最新動向や取組事例を紹介するシンポジウムを開催いたします。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

主催 後援
茨城県
いばらき水素利用促進協議会

経済産業省 関東経済産業局

2. カーボンニュートラルソリューションサービス
株式会社常陽銀行
脱炭素経営に向けた取組支援

株式会社日立製作所
カーボンニュートラル社会の実現に向けた取組

3. 中小企業のカーボンニュートラル、省エネの取組
株式会社知識経営研究所
省エネルギー診断と省エネ対策

株式会社ストロング
省エネの取組

株式会社エムテック
省エネ診断と省エネ機器（コンプレッサ）の導入

4. グリーン新分野へのビジネスチャンス

株式会社大貫工業所
グリーン社会の実現に向けた脱炭素金属部品製造技術

株式会社エコ・イン稲敷
廃プラ燃料を活用した温水発生ボイラの開発

5. 水素の利活用促進

トヨタ自動車株式会社・トヨタモビリティパーツ株式会社
トヨタ商用FCEV取組＆水戸市水素ステーション

国立研究開発法人産業技術総合研究所／清水建設株式会社
ゼロエミッション・水素タウンにむけた
水素吸蔵合金タンク開発と社会実装の取組

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
カーボンニュートラルに向けた高温ガス炉および
水素製造技術開発の現状

公開期間

開催方式

Web配信

2022年 2023年

20 9:00
火12

28 17:00
火2

webサイト

参加費無料 事前登録制


